
たて枠を木額縁に当てて、皿木ネジφ３．５×２０

でネジ止めします。

●左右のたて枠のＡ寸法が揃っていることを確認して下さい。

Ａ寸法が25ｍｍ程とれると引手が額縁内に収まります。

下枠をたわませながらたて枠の内々にはめ込み、丸木ネジ

φ３．8×２5でネジ止めします。

上枠をたわませながらたて枠の内々にはめ込み、丸木ネジ

φ３．８×２５でネジ止めします。

上下枠をたわませてはめ込むことが出来ません。

たて枠、上枠、下枠を仮組みして開口部にはめ込みます。

上記１～３に従ってネジ固定してください。

■

このたびは、「楽窓Ⅱ」をご採用いただき、誠にありがとうございます。

商品を正しく施工していただくために、説明書の内容をご確認ください。

●

『取扱い説明書』をお施主様にお渡しください。

●

○障子は左右のたて框をしっかり支えて持ってください。

○片側を支点にして持ち上げないでください。

○横にして、たて框の片側のみを持たないでください。

本製品の最大重量は約8㎏となります。

取付面の木額縁が製品重量を支えられる事を

確認してください。

支えられない場合、障子脱落の可能性がある

ため、木額縁を木ネジや造作材などで補強を

行ってください。

８８０－９7３0１

●たて枠は切欠きが大きい方が上となります。

スペーサ

４４～164～１2

楽窓Ⅱ 取付施工説明書 ＦＩＸ用【　 】

１） 額縁見込寸法Ａを測ってください。 ２） 開口部Ｈ1～Ｈ３、Ｗ１～Ｗ３の最低

としてください。

○上下左右のたわみが下図の範囲内である

ことを確認してください。

３ヶ所を採寸し、

○枠の

ことを確認してください。

である

- →

mm

です。
●施工時に隙間がある場合は、シー

リング材で塞いでください。

●開口部のたわみ量が範囲を超えて

いる場合は、枠との間に隙間調整

材を使用してください。

その際に出来た隙間は、シーリン

グ材（別途手配）で塞いでください。

なべタッピング

2

φ4.0×２2　Ｃ種
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障子の底部にスペーサを入れる事で

建付け調整が行えます。

障子を上げて調整したい位置のたてかまちの下に

スペーサーを貼り付けてください。

室内側より障子を上下ケンドンにて建て込みます。 
上枠の正面に２か所ある穴に外れ止めビスを打ち込んで下さい。

楽窓Ⅱ規格表示ラベル貼り付け側が

上となります。


